
名桜大学奨学金規程 

（平成６年４月１日制定） 

 

（目的） 

第１条 この規程は、名桜大学（以下「本学」という。）に在学する学生のうち、次に

掲げる要件を満たす学生に対し、奨学金を給付することによって学習、体育活動及

び学生諸活動等の奨励を目的とする。 

（奨学金の種類、申請資格等） 

第２条 奨学金の種類、支給年額、申請資格、支給対象年次等は次のとおりとする。 
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２ 前項に定める奨学金のほか、個人及び団体等からの寄付金による奨学金を新設す

ることができる。 

（奨学金の支給期間） 

第３条 奨学金の支給期間は、１年間とする。ただし次の年度において願書及び選考

によって支給することを妨げない。 

（学業奨励奨学金） 

第４条 学業奨励奨学金は、学業成績、学生活動、人物ともに優秀で、他の学生の模

範となる学生を対象とする。 

（スポーツ奨学金） 



第５条 スポーツ奨学金は、人物良好で、スポーツ技能が優秀で持続して競技力向上

を図る学生を対象とする。 

 （取得単位の制限） 

第６条 第４条及び第５条の奨学金の対象者は、直近２箇学期の修得単位が３０単位

以上なければならない。ただし、４年次までに卒業に必要な単位を満たすことがで

きると認められる者は、この限りでない。 

（募集の時期） 

第７条 奨学生の募集は、原則として学年度の始めに行う。 

（出願書類） 

第８条 奨学生志願者は、次の関係書類を学生課を経て学長に提出しなければならな

い。 

(1) 奨学生願書 

   活動報告書及び表彰状又は新聞記事等（スポーツ奨学金のみ） 

（選考方法等） 

第９条 第２条に規定する申請資格に係る評定平均値（ＧＰＡ）の算出方法は、次の

とおりとする。 

評定平均値＝換算点数の合計÷登録単位数（教職科目は除く。） 

成績 

評価 
秀 優 良 可 不可 

換算 

点数 
４×秀の単位数 ３×優の単位数 ２×良の単位数 １×可の単位数 ０×不可の単位数 

２ 前項の単位数は、直近の 2 箇学期の登録単位を用いて計算する。 

３ 奨学生の選考方法及び募集要項等は、別に定める。 

（選考委員会等） 

第１０条 奨学生の選考は、提出書類及び成績表に基づいて学生サポート委員会が行

う。 

２ 学生サポート委員会は、必要があると認めるときは、出願者へ提出書類の追加を

求め、面接を行うことができる。 

（奨学生の決定） 

第１１条 奨学生の決定は、前条の委員会等の選考に基づき学長が行う。 

２ 学長は、決定した奨学生について、経営審議会への報告、学内掲示及び決定した

奨学生への通知を速やかに行うものとする。 

３ 奨学生の決定通知を受けた学生は、所定の誓約書を連帯保証人連署の上、学長に

提出しなければならない。 

（奨学金の財源） 

第１２条 奨学金は、毎年度本学が決定する奨学費予算をもってその財源とする。 

（奨学生の数） 

第１３条 奨学生の人数は、財源の範囲内でこれを決定する。 



 （奨学生の異動報告） 

第１４条 奨学生は、次の各号のいずれかに該当する場合は、該当する事項を学長に

届け出なければならない。 

(1) 休学又は退学するとき。 

(2) 停学その他の処分を受けたとき。 

(3) 願書等に記載した事項に変更があったとき。 

（奨学金支給の取消し） 

第１５条 学長は、奨学生が次の各号のいずれかに該当する場合は、学生サポート委

員会の議を経て奨学金の支給を取り消すことができる。 

(1) 奨学金の支給年度において、学業成績及び性行が著しく不良となったとき。 

(2) 奨学生としての責務を怠り、奨学生として適当でないと認められたとき。 

(3) 奨学金を必要としなくなったとき。 

(4) 休学又は除籍・退学等の懲戒処分を受けたとき。 

(5) 傷病等により成業の見込みがなくなったとき。 

(6) 願書等の提出書類に虚偽の記載をしたとき。 

（奨学金の返還） 

第１６条 前条の規定により、奨学金の支給を取り消された場合は、当該年度に支給

された奨学金の全部又は一部を返還させることができる。 

（奨学金の二重支給の禁止） 

第１７条 第２条に掲げる奨学金を２種類以上支給することはできない。 

 （規程の改廃） 

第１８条 この規程の改廃は、教育研究審議会の議を経て理事長が行う。 

（その他必要な事項） 

第１９条 この規程の実施について必要な事項は、学長が別に定める。 

 

 

 附 則 

この規程は、平成６年４月１日から施行する。 

  附 則 

この規程は、平成１０年４月１日から施行する。 

  附 則（平成１５年４月１６日） 

この規程は、平成１５年４月１６日から施行する。ただし、改正後の第２条に規定

する支給対象年次のうち１年次については、平成１６年度入学者から適用する。 

附 則（平成１６年２月２日） 

この規程は、平成１６年２月２日から施行する。 

附 則（平成１７年３月２３日） 

この規程は、平成１７年４月１日から施行する。 

  附 則 

この規程は、平成１９年４月２５日から施行し、平成１９年４月１日から適用する。 



   附 則 

 この規程は、平成２１年４月８日から施行し、平成２０年４月１日から適用する。 

   附 則 

 この規程は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則（平成２８年２月２４日） 

 この規程は、平成２８年４月１日から施行する。 

   附 則（令和２年３月１６日） 

 この規程は、令和２年４月１日から施行する。 


